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ⅠⅠ  人人間間文文化化学学研研究究科科のの概概要要おおよよびび入入学学者者のの受受入入方方針針

  現代社会では、科学技術の高度な発達によって物質的豊かさは満たされてきたが、反面、

精神的豊かさは失われつつあります。また、物質的豊かさが必ずしも健康で安全な生活を保

障するとは言いがたいといえます。 

  そこで豊かな地域社会とはなにか、真に人間的な生活文化とはなにかが問われているので

す。この問いかけに応えるために、人間文化学研究科では、人文・社会科学と自然科学の双

方より多面的に研究し、それらを総合する人材を育成し、より高度な学術研究の推進をめざ

して、本研究科に地域文化学専攻と生活文化学専攻の２専攻を設置しています。 

１１．．研研究究科科のの構構成成 

((11)) 地地域域文文化化学学専専攻攻

本専攻においては、新しい時代に適合する地域社会はいかにあるべきかを考える教育研

究を展開します。グローバリゼーションが進む一方で、地方主権の必要性が説かれるなど、

時代は変わりつつあります。こうした状況のなかで地域社会はどうあるべきかを考えるこ

とが本専攻の目標です。この目標達成のために本専攻には、日本・歴史文化論部門、日本

・現代地域論部門、国際文化論部門を置いています。

日本・歴史文化論部門では、近江や日本を中心に、地域社会の構造や文化を歴史的に考

察するとともに、隣接地域にも視点を拡げ、日本文化との交流や異同性・関連性について

教育研究を行います。 

日本・現代地域論部門では、近江や日本を中心に、隣接地域にも視点を拡げながら、地

域社会の現状を、社会学・地理学・民俗学・保存修景学・地域計画学・文化人類学の調査

分析手法を用いて、背景にある地域社会の構造や社会意識を明らかにしつつ、地域活性化

をはかるための方法を探ることを目的とした教育研究を行います。 

国際文化論部門では、文化人類学・近現代史・思想史・文学・言語学などの学問分野を

基盤とし、アジア、欧米地域の文化および言語を対象とした研究をすすめ、世界に向けて

情報発信できる人材育成を目的とした教育研究を行います。 

((22)) 生生活活文文化化学学専専攻攻

本専攻においては、生活科学と人間科学の立場からライフスタイルを取り扱います。人

間のライフサイクル全般を通した生活と社会との関わりを、生活デザイン、健康と栄養、

人間関係の視点から根底的に見直し、真に充足した健康で快適な生活文化と生活環境とを

生み出すための教育研究を展開します。このため、生活デザイン部門、健康栄養部門、人

間関係部門を置いています。

生活デザイン部門では、生活の中でのデザインを探究し、健全なライフスタイルと生活

環境をデザインすることを目的とし、実践的な教育研究を展開します。 

健康栄養部門では、栄養に関する基礎から応用までの健康・栄養科学に運動生理学領

域をも加え、幅広い有機的な研究を行います。栄養に関する生活の知恵や技術を科学的

に捉えることなど実践的な諸問題に取り組み、健康生活の実現を目的とした教育研究を

行います。 

 人間関係部門では、望ましい生活環境を創造するための、新たな人間関係を築く方法を

考えます。人間の発達・形成、「社会化」のメカニズム、および現代社会における人間関

係の特性について、心理学・教育学・社会学の立場から教育研究を行います。 
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２２．．教教育育研研究究のの特特色色 

  (1) 本研究科は、それぞれの専門部門の研究を進めるとともに、「地域と生活に根ざした視

点」を共有し、研究部門間の教育研究にわたる学際的連携を進めるとともに、学内外の共

同研究プロジェクトに参加し、総合的な研究を展開します。また、環琵琶湖からアジアに

広がる地域学を学内外と共同で学際的に展開します。 

 

  (2) 学際性と独創性を高めるために、学生は他研究科教員を含む教員、協力関係にある研究

機関のスタッフなどの指導を受けることができます。ただし、最終的な指導責任は学生の

所属する専攻の主任指導教員が負います。 

 

  (3) 大学院教育に広がりを持たせ、その多様な知的刺激により、学生が創造性を高めるのに

有効である外国人留学生の受入れ、外国を含む他大学院との連携を進めます。 

 

  (4) 企業や公共団体をはじめ、多方面の第一線で活躍する社会人のリフレッシュ教育を推進

します。このため、社会人特別選抜制度を導入しています。 

 

 

３３．．入入学学者者のの受受入入方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー）） 

（（地地域域文文化化学学専専攻攻  日日本本・・歴歴史史文文化化論論部部門門、、日日本本・・現現代代地地域域論論部部門門、、国国際際文文化化論論部部門門））  

地域文化学専攻では、日本および世界における「地域」の歴史、特性を分析し、それが

激変する現代社会の中においてどのような意味を持ち、また未来に向けてどうあるべきか

を考察します。そのために、次のような学生を求めています。 

 

(1)求める学生像 

① 地域の特性やその未来に関心をもつ人(興味・関心・意欲) 

② 歴史学・考古学・美術史・民俗学・社会学・文化人類学・保存修景学・地理学・地

域計画学・世界遺産学・文学・文化史・言語学に関する基本的な知識をもち、関連す

る文献を読みこなすことができる人(知識・理解) 

③ 史料読解、発掘、測量、社会調査、データ分析、語学など各分野に必要とされる基

本技術、知識を身につけた上で各自の課題に取り組める人(知識、技術・技能、思考・

判断) 

④ 地域文化に関する調査結果を分析し、研究成果を論文としてまとめる力を有する人

 (思考・表現) 

 

(2)入学者選抜の基本方針 

入学試験では、大学卒業生、社会人、外国人留学生について、大学までの教育課程を

重視し、基礎学力(知識・理解)やこれまで培われてきた思考力・判断力、技術・技能、

関心・意欲および表現力を評価します。このため、大学卒業見込み者および卒業生には

一般選抜を実施し、各種研究機関、教育機関、企業および民間ボランティア団体等にお

いて、入学時に大学卒業後 3 年以上または高等学校卒業後 7 年以上従事する者には社会

人特別選抜を実施し、日本国籍を有していない外国人留学生には外国人留学生特別選抜

を実施し、いずれも学力検査と口述試験を実施します。 
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(3)選抜方法

【一般選抜】 

一般選抜では、学部段階の地域文化に関する基礎的理解(知識・理解)に加え、専門分野

に関する研究意欲(興味・関心・意欲)、大学院における研究方針(思考・判断)、技術的な

研究遂行能力(技術・技能）、および表現能力（思考・表現）を重視します。このため、

小論文、外国語を含む専門科目と口述試験を課します。 

【社会人特別選抜】 

社会人特別選抜では、地域文化に関する基礎知識(知識・理解)に加え、専門分野に関す

る研究意欲(興味・関心・意欲)、大学院における研究方針(思考・判断)、技術的な研究遂

行能力(技術・技能) 、および表現能力（思考・表現）を重視します。このため、小論文

と口述試験を課します。 

【外国人留学生特別選抜】 

外国人留学生特別選抜では、地域文化に関する基礎知識(知識・理解)に加え、専門分野

に関する研究意欲(興味・関心・意欲)、大学院における研究方針(思考・判断)、技術的な

研究遂行能力(技術・技能) 、および表現能力（思考・表現）を重視します。このため、

日本語による小論文と口述試験を課します。 

（（生生活活文文化化学学専専攻攻  生生活活デデザザイインン部部門門））  

生活デザイン部門では、生活関連領域のデザインに関する高度な専門知識と技術を持ち、

道具・住環境・服飾・構想の各分野で活躍する人材を養成します。 

(1)求める学生像

① デザインに関する高度な専門知識と技術を身につけ、企業、行政、教育・研究機関

等で高度専門職業人として活躍する意志をもつ人（関心・意欲） 

② デザインに関する問題を解決するために、周囲の人々に自分の考えを伝え、主体性

をもって協働作業に取り組むことができる人（表現力・協働性） 

③ デザインに関する基礎学力を修得できている人（知識・理解）

④ 論理的思考に基づいて、適切に判断できる力のある人（思考力・判断力）

(2)入学者選抜の基本方針

生活デザイン部門の入学試験では、生活デザインに関する基礎学力（知識・理解）を評

価します。さらに、実践的な研究に取り組むための研究資質（関心・意欲、表現力・協働

性、思考力・判断力）についても評価します。このため、学力検査と口述試験を課します。 

(3)選抜方法

学力検査では、生活デザインに関する基礎知識と思考力、英語能力（留学生の場合は日

本語能力）を評価します。口述試験では、「関心・意欲」、「表現力・協働性」を評価し

ます。また出願書類に添付された作品または研究論文によって研究資質（表現力・思考力

・判断力）を評価します。
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  （（生生活活文文化化学学専専攻攻  健健康康栄栄養養部部門門））  

健康栄養部門では、生命科学に基づいた栄養学、健康科学に関する高度な専門知識と技

術を持ち、疾病の予防や治療、健康の維持・増進などの諸分野で活躍する人材を養成しま

す。そのために、次のような学生を求めています。 

(1)求める学生像

① 栄養学、健康科学に関する基礎学力と専門知識を修得できている人（知識・理解）

② 医療・福祉機関、行政機関、研究・教育機関、企業等で高度専門職業人として活躍

する意志をもつ人（関心・意欲） 

③ 栄養学、健康科学に関する問題を解決するために、周囲の人々に自分の考えを伝え、

リーダーシップあるいはフォロワーシップを含む主体性をもって協働作業に取り組む

ことができる人（表現力・協働性） 

④ 科学的根拠をもとに、論理的思考に基づいて、適切に判断できる力のある人（思考

力・判断力） 

(2)入学者選抜の基本方針

健康栄養部門の入学試験では、学部までの教育課程を尊重し、栄養学、健康科学に関す

る基礎学力と専門知識を評価します。さらに、学部教育や日常生活によって培われた、関

心・意欲、表現力・協働性、思考力・判断力についても評価します。このため、学力検査

と口述試験を課します。 

(3)選抜方法

【一般選抜】 

学力検査では、栄養学、健康科学を主とした生命科学に関して専門科目を課し、「知

識・理解」、「思考力・判断力」を評価します。英語については一般財団法人国際ビジ

ネスコミュニケーション協会の実施する Test of English for International Communic

ation (TOEIC🄬🄬) の TOEIC🄬🄬Listening & Reading Test を利用します。口述試験では、

「関心・意欲」、「表現力・協働性」を評価します。 

試験科目の配点を次のとおりとします。 

配点 

試験科目 
配点合計 

専門科目※１ 英語※２ 口述試験 

２００ １００ １００ ４００ 

※１ 専門科目では、運動栄養学、基礎栄養学、公衆栄養学、食品栄養学、病理病態

学、臨床栄養学、給食経営管理論の分野から出題します。この中から２分野を選択 

して解答してください。なお、必ずしも志望研究領域にかかわる分野の問題を選択 

する必要はありません。 

※２ 英語は、２０２３年４月以降に受験した、TOEIC🄬🄬公開テストまたは TOEIC🄬🄬-IP

テストの TOEIC🄬🄬 Listening & Reading Test スコアを次の式により換算します。
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換算点＝（TOEIC のスコア－１００）×０．１６ 

ただし、式による換算点が１００点を超える場合は１００点とし、０点に満たない場合

は０点とします。 

【社会人特別選抜】 

学力検査では、栄養学、健康科学を主とした生命科学に関して、小論文を課し、「知識

・理解」、「思考力・判断力」、「表現力・協働性」を評価します。口述試験では、「関

心・意欲」、「表現力・協働性」を評価します。 

【外国人留学生特別選抜】 

学力検査では、栄養学、健康科学を主とした生命科学に関して、小論文を課し、「知識

・理解」、「思考力・判断力」、「表現力」を評価します。口述試験では、「関心・意

欲」、「表現力・協働性」を評価します。 

（生活文化学専攻 人間関係部門） 

人間関係部門では、心理学・社会学・教育学の３つの学問分野に基づいた人間関係学に

関する高度な専門知識と技術を持ち、さまざまな共同体の中で人間関係をどう構築すべき

かを考え、活躍する人材を養成します。そのために、次のような学生を求めています。 

(1)求める学生像

① 共同体での人間関係を考えるための高度な専門知識と技術をもとに、さまざまな組

織や集団で人間関係の構築に携わる職業人として活躍する意志をもつ人（関心・意欲） 

② 人間関係に関する問題を解決するために、周囲の人々に自分の考えを伝え、主体性

をもって協働作業に取り組むことができる人（表現力・協働性） 

③ 人間関係学に関する大学卒業程度の基礎学力を修得できている人（知識・理解）

④ 科学的根拠をもとに論理的に思考し、これを基に人と人との関係を適切に判断でき

る力のある人（思考力・判断力） 

(2)入学者選抜の基本方針

人間関係部門の入学試験では、学部までの教育課程を尊重し、人間関係学に関する基礎

学力を評価します。さらに、学部教育や日常生活あるいは職業生活によって培われた、関

心・意欲、表現力・協働性、思考力・判断力についても評価します。このため、学力検査

と口述試験を課します。 

(3)選抜方法

学力検査では、心理学・社会学・教育学を主とした人間関係に関する学問として、英語

読解力を含む「知識・理解」、「思考力・判断力」を評価し、小論文によって「思考力・

表現力」を評価します。口述試験では、「関心・意欲」、「協働性」を評価します。 

(4)希望指導教員への研究内容等の事前相談

出願にあたっては、希望する研究内容などの不一致を防ぐため、自身が本学大学院で行

いたい研究内容が、希望する研究室の教員が指導可能なものであるか、希望指導教員にあ

らかじめ連絡・相談してください。各教員の連絡先はホームページで確認できます。 

   (https://www.usp.ac.jp/gakubu/jinbun/gakubu/jinkan/relation/teacher.html) 

 事前の相談をせずに入学した場合、希望の研究室に配属されない可能性があります。 
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ⅡⅡ  入入学学者者のの選選抜抜種種別別 
 令和９年度滋賀県立大学大学院人間文化学研究科博士前期課程の入学者の選抜は、｢一般

選抜」のほか、「社会人特別選抜」および「外国人留学生特別選抜」の方法で行います。 

社会人特別選抜は、社会的要請に応えて、各種の研究機関、教育機関、企業及び民間ボ

ランティア活動団体等で活躍している社会人に対してリカレント教育の場を提供できるよ

う、一般選抜とは異なった方法で入学者の選抜を行うものです。 

外国人留学生特別選抜は、外国人を対象とし、一般選抜とは異なった方法で入学者の選

抜を行うものです。 

    専専攻攻別別・・募募集集時時期期別別募募集集人人員員 

 専   攻  部 門 募集人員（10月・２月合わせて） 

地 域 文 化 学 専 攻 

日本・歴史文化論部門

日本・現代地域論部門

国 際 文 化 論 部 門

９人※ 

 専   攻  部 門 募集人員（８月・２月合わせて） 

生 活 文 化 学 専 攻 

生 活 デ ザ イ ン 部 門

健 康 栄 養 部 門

人 間 関 係 部 門

９人※ 

 ※  募集人員には、社会人特別選抜および外国人留学生特別選抜の若干名を含みます。 
 (注) 令和８年８月に生活文化学専攻、令和８年 10 月に地域文化学専攻、令和９年２月に両専攻で行い

ます。 

〔〔一一般般選選抜抜〕〕  

１１．．出出願願資資格格  

  次の(1)から(9)のいずれかに該当する者 

(1) 学校教育法(昭和 22 年法律第 26 号)第 83 条に規定する大学を卒業した者および令和９

年３月卒業見込みの者 

(2) 学校教育法第 104 条第７項の規定により学士の学位を授与された者および令和９年３月

までに授与される見込みの者 

(3) 外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者および令和９年３月までに

修了見込みの者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより、当

該外国の学校教育における 16 年の課程を修了した者および令和９年３月までに修了見込

みの者 

(5) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年

の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度に

おいて位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を

修了した者および令和９年３月までに修了見込みの者 

(6) 専修学校の専門課程（修学年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基

準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日
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以後に修了した者 

(7) 文部科学大臣の指定した者(昭和 28 年２月７日文部省告示第５号)

(8) 令和９年３月をもって四年制大学に３年以上在学し、所定の単位を優れた成績をもって

修得する見込みのある者

(9) 本研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で、令和９年３月 31 日までに 22 歳に達する者 

 （（注注１１））出出願願資資格格((88))､､((99))でで出出願願ししよよううととすするる者者はは、、出出願願資資格格のの事事前前審審査査をを行行ううののでで、、出出願願にに先先

立立っってて、、次次のの書書類類をを提提出出ししててくくだだささいい。。  

提出書類：① 出願資格認定申請書(様式Ｉ票) 

② 最終出身学校の卒業証明書または在学証明書(入学年月日が記入されているもの)

③ 学業成績証明書（最終出身学校のもの）

④ 履修の手引き(授業内容のわかるもの)

⑤ 研究計画書（入学後の希望する研究テーマについてＡ４用紙に 400 字程度記入するこ

と。任意様式）

⑥ 出願資格(9)の場合は最終学歴以降の業績（研究発表等）について記述したもの（任

意様式）

  提出先等：提出場所 滋賀県立大学教務課入試室 
提出期間 ８月募集（生活文化学専攻） 

 令和８年６月 29 日(月)～７月３日(金)まで(必着) 

・審査の結果は、令和８年７月 17 日(金)までに本人あてに通知しますの

で、認定された者は、所定の期間内に出願手続きをしてください。

10 月募集（地域文化学専攻） 

令和８年８月３日(月)～８月７日(金)まで(必着) 

・審査の結果は、令和８年８月 28 日(金)までに本人あてに通知しますの

で、認定された者は、所定の期間内に出願手続きをしてください。

    ２月募集 

令和８年 12 月 14 日(月)～12 月 18 日(金)まで（必着） 
・審査の結果は、令和９年１月８日(金)までに本人あてに通知しますので、

認定された者は、所定の期間内に出願手続きをしてください。

※いずれの募集も、持参による受付時間は、午前９時から午前 11 時 30 分および

午後０時 30 分から午後５時までとします。(土日祝日を除く。)

 （（注注２２））出出願願資資格格((88))にによよるる者者はは次次のの事事項項にに注注意意ししててくくだだささいい。  
①「所定の単位を優れた成績をもって修得する見込み」とは、出願時点において、修得する必要

のある科目の全てを修得し、修得単位の 80％以上が最上位の評価（点数評価の場合は 80 点以

上）であることをいいます。また３年修了時には、３年次までに修得する必要のある必修科目

の全部および選択科目を合わせ卒業要件単位数の 80％以上の単位を修得し、かつ、修得単位

の 80％以上が最上位の評価（点数評価の場合は 80 点以上）であることをいいます。

②この出願資格による入学試験合格者は仮合格者であり、３月末に３年次の修得単位成績を確認

後正式に合格者とします。したがって令和９年３月５日（金）までに学業成績証明書を教務課

へ提出してください。

③この出願資格により入学した場合、当人の学部学生としての学籍上の身分は、退学となり、大

学の学部を卒業していることを要件と定められている種々の国家試験等の受験資格を失うこと

となるので注意してください。



− 8 −9 

２２．．選選抜抜方方法法おおよよびび試試験験日日程程等等  

 学力検査および口述試験の結果と出願書類の内容を総合して選考します。 

  <<８８月月募募集集>> 

試試    験験    日日：：令令和和８８年年８８月月２２５５日日((火火)) 

試試    験験  場場：：本本学学人人間間文文化化学学部部棟棟  

専  攻 

（部 門） 
試験科目 試験時間 出 題 形 式 

生活文化学専攻 

(生活デザイン部門) 

(健康栄養部門) 

専門科目 10:00～12:00 部門に関する設問を含む。 

口述試験 13:00～ 専門に関する設問を含む。 

専  攻 

（部 門） 
試験科目 試験時間 出 題 形 式 

生活文化学専攻 

（人間関係部門） 

専門科目 10:00～12:00 部門に関する設問を含む。 

英 語 13:00～14:30 部門別に出題 

口述試験 15:00～ 専門に関する設問を含む。 

(注) 志願者多数の場合、口述試験を翌日に実施する場合もあります。 

  <<１１００月月募募集集>>  

試試験験日日((第第１１日日目目))：：令令和和８８年年１１００月月８８日日((木木)) 

試試    験験    場場：：本本学学人人間間文文化化学学部部棟棟 

専 攻 試験科目  試験時間 出 題 形 式 

地域文化学専攻

小 論 文 10:00～12:00 専門に関する設問を含む。 

専門科目 13:00～15:30 部門に関する設問および外国語を含む。※

※ 外国語については下記のとおりとします。なお、日本・歴史文化論部門と日本・現代地域論部門

を受験する者は、出願の際に入学志願票および受験票の該当欄に選択する言語を記入し、その言語で

受験しなければなりません。 

日本・歴史文化論部門・・・英語・中国語・朝鮮語・漢文・日本史料講読より選択 

日本・現代地域論部門・・・英語・中国語・朝鮮語・漢文・日本史料講読より選択 

国 際 文 化 論 部 門・・・英語 

試試験験日日((第第２２日日目目))：：令令和和８８年年１１００月月９９日日((金金)) 

試試    験験    場場：：本本学学人人間間文文化化学学部部棟棟 

専 攻 試験科目  試験時間   出 題 形 式 

地域文化学専攻 口述試験 10:00～ 
研究志望調書等に基づいた専門に関する設

問を含む。 
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  <<２２月月募募集集>>  

試試    験験    日日：：令令和和９９年年２２月月１１７７日日((水水)) 

試試    験験    場場：：本本学学人人間間文文化化学学部部棟棟 

専 攻 試験科目 試験時間 出 題 形 式 

地域文化学専攻 

小 論 文 10:00～12:00 専門に関する設問を含む。 

口述試験 13:00～ 
学士学位論文および研究志望調書等に

基づいた専門に関する設問を含む。 

専  攻 

（部 門） 
試験科目 試験時間 出 題 形 式 

生活文化学専攻 

(健康栄養部門) 

専門科目 10:00～12:00 部門に関する設問を含む。 

口述試験 13:00～ 専門に関する設問を含む。 

(注) 志願者多数の場合、口述試験を翌日に実施する場合もあります。 

試試    験験    日日：：令令和和９９年年２２月月１１８８日日((木木)) 

試試    験験    場場：：本本学学人人間間文文化化学学部部棟棟 

専  攻 

（部 門） 
試験科目 試験時間 出 題 形 式 

生活文化学専攻 

(生活デザイン部門) 

専門科目 10:00～12:00 部門に関する設問を含む。 

口述試験 13:00～ 専門に関する設問を含む。 

専  攻 

（部 門） 
試験科目 試験時間 出 題 形 式 

生活文化学専攻 

（人間関係部門） 

専門科目 10:00～12:00 部門に関する設問を含む。 

英 語 13:00～14:30 部門別に出題 

口述試験 15:00～ 専門に関する設問を含む。 

(注) 志願者多数の場合、口述試験を翌日に実施する場合もあります。 
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３３．．出出願願書書類類  

出願に必要な書類  作 成 方 法 

A1-1票 入 学 志 願 票  一般選抜用を使用すること。 

なお、学業成績証明書等の氏名と異なる場合は、氏名を変

更したことを証明する書類をあわせて提出すること。 A1-2票 履 歴 書 

Ｂ 票 研 究 志 望 調 書  本学所定の用紙を使用すること。 ※１ 

学 士 学 位 論 文 

◆地域文化学専攻（２月募集のみ）◆

学士の学位論文またはこれに代わる論文を１部印刷および

PDFデータをCD等で提出すること。 ※２ 

学 業 成 績 証 明 書 
 出身大学(出身学校)所定の様式により作成したもの 

 ［ただし、本学を令和８年度に卒業見込の者は提出不要］ 

卒業(修了)証明書または 

卒業(修了)見込み証明書 
 出身大学(出身学校)所定のもの 

学 位 授 与 証 明 書 ま た は 

学位授与申請に係る証明書 

 出願資格(2)の資格で出願する者は、上記卒業証明書に代えて

提出すること。 

英語能力を証明する書類 

※３

◆地域文化学専攻国際文化論部門のみ◆

ＴＯＥＦＬ🄬🄬、ＴＯＥＩＣ🄬🄬、ＩＥＬＴＳ、実用英語技能検

定（英検）、国際連合公用語英語検定試験（ＵＮＡＴＥ、国

連英検）等、英語能力を証明する検定結果、公式スコア票あ

るいは合格証明書のどれか一つの写し（公式スコア票につい

ては出願前２年以内に発行されたもののみ有効）。１０月募

集に限っては、ＴＯＥＩＣ🄬🄬―ＩＰテスト、ＴＯＥＦＬ🄬🄬－

ＩＴＰのスコア票の写しも可とする。 

◆生活文化学専攻生活デザイン部門◆

ＴＯＥＩＣ🄬🄬公開テストまたはＩＰテストの結果（公式認定

証や個人成績表）、実用英語技能検定（英検）の合格証明書

の原本（コピー不可）のどれか一つ（確認後に院入試の受験

票とともに返送する）。各試験の受験年度は問わない。 

◆生活文化学専攻健康栄養部門◆

出願時に、２０２３年４月以降に受験したＴＯＥＩＣ🄬🄬公開

テストの公式認定証またはＴＯＥＩＣ🄬🄬-ＩＰテストの個人成

績表の原本を提出する(提出の無い場合は英語の得点は０点)。

なお、提出された公式認定証または個人成績表は、確認後に

受験票とともに返送する。 

Ｃ 票 住  所 票  合否の通知書等送付先の住所を記入すること。 

Ｄ 票 受 験 票  縦４㎝×横３㎝の写真(上半身、無帽、正面向き、背景なし、

 出願前３か月以内に撮影したもの)を写真貼付欄に貼付する 

 こと(Ｄ票・Ｅ票とも同じ写真であること)。 Ｅ 票 写 真 票 

Ｆ 票 
入 学 検 定 料 

振 込 確 認 票 

 所定欄に収納印を受けた「入学検定料振込金受領証明書」を

 貼付すること。 

Ｇ 票 受験票返送用封筒 
 受験票返送先の住所、氏名、郵便番号を明記し、普普通通郵郵便便分分

のの切切手手を貼付すること。 

Ｈ 票 出願書類提出用封筒 
 ｢出願区分｣欄の｢1.一般選抜｣に○印を付け､｢志望研究科専攻｣

 欄､｢志願者｣欄に必要事項を記入すること。 

Ｉ 票 出願資格認定申請書 
 出願資格(8)､(9)で出願しようとする者は､本様式に必要事項

 を記入し、出願に先立って所定の期間内に提出すること。 
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 入入学学検検定定料料 ３３００，，００００００円  

・入学検定料は本学所定の｢入学検定料振込依頼書｣により、出願受付期間の１週間前から

出願受付最終日までの間に、指定の金融機関に振り込んでください。なお、ＡＴＭ（現

金自動預け払い機）は利用できません。

・振り込み後、「入学検定料振込金受取書」および「入学検定料振込金受領証明書」を受

け取り、収納印があることを確認してください。なお、収納印を受けた「入学検定料振

込金受領証明書」は、入学検定料振込確認票の所定欄に貼付してください。

※※１１  地域域文文化化学学専専攻攻国国際際文文化化論論部部門をを受受験験すするる者者はは、、ＢＢ票票様様式式にに倣倣っったた書書式式をを自らら作作成成しし、、

必必ずず以以下下のの内内容容をを盛盛りり込込んんでで作作成成すするるこことと（（日本本語語でで 66,000000 字字以以上上ももししくくはは英英語語でで 33,000000

語語以以上上））。  

（（１１））卒卒業業論論文文等等ここれれままででのの研研究究のの概概要要  （（２２））博博士士前前期期課課程程入入学学後後のの研研究究計計画画

※※２２  内内容容はは、、志志望望専専門分分野野にに関関すするるももののででああるるこことと。。学学士士学学位位論論文文がが志志望望専専門分分野野にに関関わわ

ららなないい内内容容のの場場合合はは、、ここれれにに代代わわるる志志望望専専門分分野野にに関関すするる論論文文をを提提出すするるこことと。いいずずれれ

のの場場合合もも、、字字数数おおよよびび言言語語ににつついいててはは以以下のの通通りりととすするる。  

日本本・・歴史文化論部門および日本・・現代地域論部門・・・・・・日本語で  122,000  字以上。

外国語の場合には原本と日本語の概要（22,500  字程度）を提出すること。  

国際文化論部門・・・・・・日本語  12,000  字以上および英語による要旨  500  語程度。または

英語  6,000  語以上および日本語による要旨  1,000  字程度。  

※※３  出願期間に提出した英語能力を証明する書類は、出願期間終了後に差し替えることは

できません。  

２２０２３年４月のＴＴＯＯＥＥＩＩＣ🄬🄬公開テストの結果から、公式認定証がデジタル化され

ています。受験サイトで確認のうえ、デジタル公式認定証を出力して提出してくだだ

さい。提出されたデジタル公式認定証は返送しません。なお、団体受検制度（I P  テ

スト）はデジタル化対象外です。  

 (注 1) Ａ1 票～Ｉ票および「入学検定料振込依頼書」の各書類は本冊子に添付されています。 

 (注 2) 生生活活文文化化学学専専攻攻生生活活デデザザイインン部部門門をを志志望望すするる者者はは、、ＡＡ11 票票～～ＩＩ票票のの他他にに、、口口述述試試験験時時にに自自分分

のの作作品品（（図図面面・・  写写真真ななどど））ままたたはは研研究究論論文文をを持持参参ししててくくだだささいい。 

４４．．出出願願手手続続 

((11)) 受受付付期期間間   ８８月月募募集集：：令令和和８８年年７７月月２２１１日日((火火))～～７７月月２２９９日日((水水))  ((必必着着)) 

1100 月月募募集集：：令令和和８８年年９９月月  ２２日日((水水))～～９９月月  ９９日日((水水))  ((必必着着)) 

２２月月募募集集：：令令和和９９年年１１月月１１８８日日((月月))～～１１月月２２２２日日((金金))  ((必必着着)) 

出願にあたっては出願書類提出用封筒[Ｈ票]を用い、郵送または直接持

参してください。 

なお、郵郵送送にによよるる場場合合はは必必ずず書書留留速速達達扱扱いいととしし、、受受付付期期間間最最終終日日必必着着と

します。また、持参による受付時間は午前９時から午前 11 時 30 分および

午後０時 30 分から午後５時までとします。(土日祝日を除く。) 

((22)) 願願書書提提出出先先  〒522-8533 滋賀県彦根市八坂町２５００

滋賀県立大学 教務課入試室 ℡0749-28-8217・8243 
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〔〔社社会会人人特特別別選選抜抜〕〕 

１１．．  専専攻攻別別募募集集人人員員  

専  攻 部   門 募 集 人 員 

地 域 文 化 学 専 攻 
日 本 ・ 歴 史 文 化 論 部 門
日 本 ・ 現 代 地 域 論 部 門
国 際 文 化 論 部 門

（10月・２月募集とも） 
若干名 ※ 

生 活 文 化 学 専 攻 
生 活 デ ザ イ ン 部 門
健 康 栄 養 部 門
人 間 関 係 部 門

(８月・２月募集とも） 
若干名 ※ 

※ 各専攻とも、一般選抜の募集人員に含まれる。 

２２．．  出出願願資資格格  

 一般選抜の出願資格(Ｐ.６～７参照)があり(注)、志望専攻部門に関連する各種研究機
関、教育機関、企業および民間ボランティア団体等において、入学時に大学卒業後３年以
上または高等学校卒業後７年以上従事している者で、十分な研究成果をあげ得る者 

  (注注)  一般般選抜抜出出願資格格(9)にに該該当当すするる者者はは、出願願資資格格のの事事前前審審査査をを行行ううののでで、ＰＰ..７をを参参照照し
ててくくだだささいい。  

ななおお、、同同提提出出書書類類①①～～⑥⑥ののほほかか、、学学歴歴、、職職歴歴、、業業績績ののわわかかるるもものの（（任任意意様様式式））をを同同時時にに
提提出出ししててくくだだささいい。。  

３３．．  選選抜抜方方法法おおよよびび試試験験日日程程等等  

小論文および口述試験の結果と出願書類の内容を総合して判定します。 

  <<８８月月募募集集>>  

試試      験験      日日：：令令和和８８年年８８月月２２５５日日((火火)) 
試試    験験    場場：：本本学学人人間間文文化化学学部部棟棟 

専 攻 試験科目 試験時間 出 題 形 式 

生活文化学専攻 

小 論 文 10:00～12:00 部門に関する設問を含む。 

口述試験 13:00～ 専門に関する設問を含む。 

  <<１１００月月募募集集>>  

試試      験験      日日：：令令和和８８年年１１００月月８８日日((木木)) 
試試    験験    場場：：本本学学人人間間文文化化学学部部棟棟 

専 攻 試験科目 試験時間 出 題 形 式 

地域文化学専攻 

小 論 文 10:00～12:00 専門に関する設問を含む。 

口述試験 13:00～ 
研究志望調書等に基づいた専門に関する
設問を含む。 
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<<２２月月募募集集>>  

 試試      験験      日日：：令令和和９９年年２２月月１１７７日日((水水)) 
試試    験験    場場：：本本学学人人間間文文化化学学部部棟棟  

専 攻 試験科目 試験時間 出 題 形 式 

地域文化学専攻 

小 論 文 10:00～12:00 専門に関する設問を含む。 

口述試験 13:00～ 
学士学位論文および研究志望調書等に基
づいた専門に関する設問を含む。 

専  攻 
（部 門） 

試験科目 試験時間 出 題 形 式 

生活文化学専攻 
(健康栄養部門) 

小 論 文 10:00～12:00 部門に関する設問を含む。 

口述試験 13:00～ 専門に関する設問を含む。 

試試    験験    日日：：令令和和９９年年２２月月１１８８日日((木木)) 
試試    験験    場場：：本本学学人人間間文文化化学学部部棟棟  

専  攻 
（部 門） 

試験科目 試験時間 出 題 形 式 

生活文化学専攻 
(生活デザイン部門) 

(人間関係部門) 

小 論 文 10:00～12:00 部門に関する設問を含む。 

口述試験 13:00～ 専門に関する設問を含む。 
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４４．．出出願願書書類類  

出願に必要な書類  作 成 方 法 

A2-1票 入 学 志 願 票  社会人特別選抜用を使用すること。 

なお、学業成績証明書等の氏名と異なる場合は、氏名を変更

したことを証明する書類をあわせて提出すること。 A2-2票 履 歴 書 

Ｂ 票 研 究 志 望 調 書  本学所定の用紙を使用すること。 ※１ 

学 士 学 位 論 文 

◆地域文化学専攻（２月募集のみ）◆

学士の学位論文またはこれに代わる論文を１部印刷および

PDFデータをCD等で提出すること。 ※２

学 業 成 績 証 明 書  出身大学(出身学校)所定の様式により作成したもの 

卒 業 ( 修 了 ) 証 明 書  出身大学(出身学校)所定のもの 

学 位 授 与 証 明 書 
一般選抜の出願資格(2)の資格で出願する者は、上記卒業証明

書に代えて提出すること。 

英語能力を証明する書類 

◆地域文化学専攻国際文化論部門のみ◆

ＴＯＥＦＬ🄬🄬、ＴＯＥＩＣ🄬🄬、ＩＥＬＴＳ、実用英語技能検定

（英検）、国際連合公用語英語検定試験（ＵＮＡＴＥ、国連英

検）等、英語能力を証明する検定結果、公式スコア票あるいは

合格証明書のどれか一つの写し（公式スコア票については出願

前２年以内に発行されたもののみ有効）。１０月募集に限って

は、ＴＯＥＩＣ🄬🄬―ＩＰテスト、ＴＯＥＦＬ🄬🄬－ＩＴＰのスコ

ア票の写しも可とする。 ※３

Ｃ 票 住  所 票  合否の通知書等送付先の住所を記入すること。 

Ｄ 票 受 験 票  縦４㎝×横３㎝の写真(上半身、無帽、正面向き、背景なし、

 出願前３か月以内に撮影したもの)を写真貼付欄に貼付する 

 こと(Ｄ票・Ｅ票とも同じ写真であること) Ｅ 票 写 真 票 

Ｆ 票 
入 学 検 定 料 

振 込 確 認 票 

 所定欄に収納印を受けた「入学検定料振込金受領証明書」を

 貼付すること。 

Ｇ 票 受験票返送用封筒 
 受験票返送先の住所、氏名、郵便番号を明記し、普普通通郵郵便便分分

のの切切手手を貼付すること。  

Ｈ 票 出願書類提出用封筒 
 ｢出願区分｣欄の｢2.社会人特別選抜｣に○印を付け､｢志望研究

科専攻｣欄､｢志願者｣欄に必要事項を記入すること。 

Ｉ 票 出願資格認定申請書 
 一般選抜の出願資格(9)で出願しようとする者は､本様式に必

要事項を記入し、出願に先立って所定の期間内に提出すること。

 入入学学検検定定料料  ３３００，，００００００円  

・入学検定料は本学所定の｢入学検定料振込依頼書｣により、出願受付期間の１週間前か

ら出願受付最終日までの間に、指定の金融機関に振り込んでください。なお、ＡＴＭ

（現金自動預け払い機）は利用できません。

・振り込み後、「入学検定料振込金受取書」および「入学検定料振込金受領証明書」を

受け取り、収納印があることを確認してください。なお、収納印を受けた「入学検定

料振込金受領証明書」は、入学検定料振込確認票の所定欄に貼付してください。

※※１１  地地域域文文化化学学専専攻攻国際際文文化化論論部部門門をを受受験験すするる者者はは、、ＢＢ票票様様式式にに倣倣っったた書書式式をを自らら作作成成し、、

必必ずず以以下下のの内内容容をを盛盛りり込込んんでで作作成成すするるこことと（（日本本語語でで 66,,000000 字字以以上上ももしくくはは英英語語でで 33,,000000

語語以以上上））。  

（（１１））卒卒業業論論文文等等ここれれままででのの研研究究のの概概要要  （（２２））博博士士前前期期課課程程入入学学後後のの研研究究計計画画

※※２２  内内容容はは、、志志望望専専門門分分野野にに関関すするるももののででああるるこことと。学学士士学学位位論論文文がが志志望望専専門門分分野野にに関関わわらら

なないい内内容容のの場場合合はは、、ここれれにに代代わわるる志志望望専専門門分分野野にに関関すするる論論文文をを提提出出すするるこことと。。いいずずれれのの場場

合合もも、、字字数数おおよよびび言言語語ににつついいててはは以以下下のの通通りりととすするる。  
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日本本・・歴歴史史文文化化論論部部門門おおよよびび日本本・・現現代代地域域論論部部門門・・・・・・日本本語語でで 1122,000000 字以以上。外外

国国語語のの場場合合ににはは原原本本とと日本本語語のの概概要要（（22,550000 字字程程度度））をを提提出すするるこことと。  

国国際際文文化化論論部部門門・・・・・・日本本語語 1122,,000000 字字以以上おおよよびび英英語語にによよるる要要旨旨 550000 語語程程度度。ままたたはは

英英語語 66,000000 語語以以上上おおよよびび日日本本語語にによよるる要要旨旨 11,,000000 字字程程度度。。  

※※３  出願期間に提出した英語能能力を証明する書類は、出願期間終了後に差し替えることは

できません。  

２０２３年４月のＴＯＥＩＣＣ🄬🄬公開テストの結果から、公式認定証がデジタル化されて

いますす。受験ササイトで確認ののううえ、デジタル公公式認定証を出力して提出してください。  

提出されたデジタル公式認定証は返送しません。なお、団体受検制度（IP  テスト）はデ

ジタル化対象外ですす。 

 (注 1) Ａ2 票～Ｉ票および「入学検定料振込依頼書」の各書類は本冊子に添付されています。 

 (注 2) 生生活活文文化化学学専専攻攻生生活活デデザザイインン部部門門をを志志望望すするる者者はは、、ＡＡ22 票票～～ＩＩ票票のの他他にに、、口口述述試試験験時時にに自自分分

のの作作品品（（図図面面・・写写真真ななどど））ままたたはは研研究究論論文文をを持持参参ししててくくだだささいい。 

  ５５．．出出願願手手続続 

((11)) 受受付付期期間間   ８８月月募募集集：：令令和和８８年年７７月月２２１１日日((火火))～～７７月月２２９９日日((水水))  ((必必着着)) 

1100 月月募募集集：：令令和和８８年年９９月月  ２２日日((水水))～～９９月月  ９９日日((水水))  ((必必着着)) 

２２月月募募集集：：令令和和９９年年１１月月１１８８日日((月月))～～１１月月２２２２日日((金金))  ((必必着着)) 

出願にあたっては出願書類提出用封筒[Ｈ票]を用い、郵送または直接持参

してください。 

なお、郵郵送送にによよるる場場合合はは必必ずず書書留留速速達達扱扱いいととしし、、受受付付期期間間最最終終日日必必着着とし

ます。また、持参による受付時間は午前９時から午前 11 時 30 分および午後

０時 30 分から午後５時までとします。(土日祝日を除く。) 

((22)) 願願書書提提出出先先  〒522-8533 滋賀県彦根市八坂町２５００

滋賀県立大学 教務課入試室 ℡0749-28-8217・8243 

６６．．合合格格発発表表 

  ８８月月募募集集：：令令和和８８年年  ９９月月  ７７日日((月月))  午午前前９９時時  

1100 月月募募集集：：令令和和８８年年１１００月月１１９９日日((月月))  午午前前９９時時  

  ２２月月募募集集：：令令和和９９年年  ３３月月  ５５日日((金金))  午午前前９９時時  

大学のホームページ（https://www.usp.ac.jp）に合格者の受験番号を掲

示するとともに、合格者に合格通知書を送付します。（発表後 10 日以内に

送付します。） 

なお、電話等による合否の問い合わせには応じません。 

  ７７．．そそのの他他  

「注意事項」、「問い合わせ先」等については、「一般選抜」の項（Ｐ．12）
を参照してください。 
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〔外国人留学生特別選抜〕

１１．．専専攻攻別別募募集集人人員員  

専  攻 部   門 募 集 人 員 

地 域 文 化 学 専 攻 
日 本 ・ 歴 史 文 化 論 部 門
日 本 ・ 現 代 地 域 論 部 門
国 際 文 化 論 部 門

（10月・２月募集とも） 
若干名 ※ 

生 活 文 化 学 専 攻 
生 活 デ ザ イ ン 部 門
健 康 栄 養 部 門
人 間 関 係 部 門

(８月・２月募集とも） 
若干名 ※ 

※ 各専攻とも、一般選抜の募集人員に含まれる。 

２２．．出出願願資資格格  
  次の(1)､(2)､(3)の要件をすべて満たしている者 

(1) 日本国籍を有しない者で、次の各号のいずれかに該当する者

① 外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者および令和９年３月修了見込

みの者 

② 外国において、学校教育における 12 年の課程を修了し、外国人留学生として日本の大学

を卒業した者および令和９年３月卒業見込みの者 

③ 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の

課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度にお

いて位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修

了した者および令和９年３月修了見込みの者 

④ 本研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で、令和９年３月 31 日までに 22 歳に達する者 

(2) 在留資格が｢留学｣である者、または入学時に｢留学｣を取得できる見込みのある者

(3) 日本語が理解できる者

※ただし、生活デザイン部門、人間関係部門および国際文化論部門のみ、日本語能力試験

の N1 レベルを取得している者とする。なお、N2 レベルの取得者のうち、所属を希望する

研究室の指導教員が認めた場合には出願を可能とする。 

  ((注注１１))  出出願願資資格格((11))のの①①のの「「外外国国ににおおいいてて、、学学校校教教育育ににおおけけるる 1166 年年以以上上のの課課程程をを修修了了ししたた者者」」ににいいうう、、11

66 年年以以上上のの課課程程ととはは、、初初等等教教育育（（日日本本ででのの小小学学校校にに相相当当））かからら高高等等教教育育（（日日本本のの大大学学にに相相当当））にに至至

るるままででのの課課程程をを指指ししまますす。。  自自分分のの学学歴歴ににつついいてて疑疑問問ののああるる場場合合はは、、自自分分でで判判断断ををせせずずにに、、教教務務課課まま

でで問問いい合合わわせせててくくだだささいい。。問問いい合合わわせせはは、、直直接接教教務務課課入入試試室室のの窓窓口口ままでで来来るるここととがが望望ままししくく、、そそのの

際際はは、、必必ずず自自分分のの学学歴歴をを証証明明すするる書書類類（（卒卒業業証証明明書書、、成成績績証証明明書書））をを持持参参ししててくくだだささいい。。  

  （（注注２２））出出願願資資格格((11))のの④④でで出出願願ししよよううととすするる者者はは、、出出願願資資格格のの事事前前審審査査をを行行ううののでで、、出出願願にに先先立立っってて次次

のの書書類類をを提提出出ししててくくだだささいい。。（（正正本本ととととももにに日日本本語語訳訳ままたたはは英英語語訳訳をを添添付付ししててくくだだささいい。。））  

  提出書類：①出願資格認定申請書(様式Ｉ票) 

②最終出身学校の卒業証明書または在学証明書(入学年月日が記入されているもの)

③学業成績証明書（最終出身学校のもの）

④履修の手引き(授業内容のわかるもの)

⑤研究計画書（入学後の希望する研究テーマについてＡ４用紙に４００字程度記入

すること。任意様式）

⑥最終学歴以降の業績（研究発表等）について記述したもの（任意様式）
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  提出先等：提出場所 滋賀県立大学教務課入試室 

 提出期間 ８月募集（生活文化学専攻） 

 令和８年６月 29 日(月)～７月３日(金)まで(必着) 

・審査の結果は、令和８年７月 17 日(金)までに本人あてに通知しますの

で、認定された者は、所定の期間内に出願手続きをしてください。

  10 月募集（地域文化学専攻） 

令和８年８月３日(月)～８月７日(金)まで(必着) 

・審査の結果は、令和８年８月 28 日(金)までに本人あてに通知しますの

で、認定された者は、所定の期間内に出願手続きをしてください。

  ２月募集 

令和８年 12 月 14 日(月)～12 月 18 日(金)まで（必着） 

・審査の結果は、令和９年１月８日(金)までに本人あてに通知しますの

で、認定された者は、所定の期間内に出願手続きをしてください。

※いずれの募集も、持参による受付時間は、午前９時から午前 11 時 30 分および午後０時

30 分から午後５時までとします。(土日祝日を除く。)

（注３）外国人は、入学時までに、｢出入国管理及び難民認定法（昭和 26 年政令第 319 号）｣において大学

院入学に支障のない在留資格の取得が必要です。出願資格(2)で入学時に在留資格の「留学」を取得

できない場合は、入学が許可されないことがあります。 

３３．．選選抜抜方方法法おおよよびび試試験験日日程程等等  

小論文および口述試験の結果と出願書類の内容を総合して判定します。 

  <<８８月月募募集集>>  

試試      験験      日日：：令令和和８８年年８８月月２２５５日日((火火)) 

試試    験験    場場：：本本学学人人間間文文化化学学部部棟棟 

専 攻 試験科目 試験時間 出  題  形  式 

生活文化学専攻 

小 論 文 10:00～12:00 部門に関する設問を含む。[日本語による]

口述試験 13:00～ 専門に関する設問を含む。[日本語による]

  <<１１００月月募募集集>>  

試試      験験      日日：：令令和和８８年年１１００月月８８日日((木木)) 

試試    験験    場場：：本本学学人人間間文文化化学学部部棟棟 

専 攻 試験科目 試験時間 出  題  形  式 

地域文化学専攻 

小 論 文 10:00～12:00 専門に関する設問を含む。[日本語による]

口述試験 13:00～ 
研究志望調書等に基づいた専門に関する
設問を含む。[日本語による] 
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<<２２月月募募集集>>  

 試試      験験      日日：：令令和和９９年年２２月月１１７７日日((水水)) 

試試    験験    場場：：本本学学人人間間文文化化学学部部棟棟  

専 攻 試験科目 試験時間 出  題  形  式 

地域文化学専攻 

小 論 文 10:00～12:00 専門に関する設問を含む。[日本語による]

口述試験 13:00～ 
学士学位論文および研究志望調書等に基
づいた専門に関する設問を含む。[日本語
による] 

専  攻 
（部 門） 

試験科目 試験時間 出  題  形  式 

生活文化学専攻 
(健康栄養部門) 

小 論 文 10:00～12:00 部門に関する設問を含む。[日本語による]

口述試験 13:00～ 専門に関する設問を含む。[日本語による]

 試試      験験      日日：：令令和和９９年年２２月月１１８８日日((木木)) 

試試    験験    場場：：本本学学人人間間文文化化学学部部棟棟  

専  攻 
（部 門） 

試験科目 試験時間 出  題  形  式 

生活文化学専攻 
(生活デザイン部門) 

(人間関係部門) 

小 論 文 10:00～12:00 部門に関する設問を含む。[日本語による]

口述試験 13:00～ 専門に関する設問を含む。[日本語による]
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４．出願書類 

出願に必要な書類         作    成    方    法 

A3-1票 入 学 志 願 票 
外国人留学生特別選抜用を使用すること。 

 ＊入学志願票に記載された氏名と学業成績証明書等に記載さ

れた氏名と異なる場合は、氏名を変更したことを証明する

書類をあわせて提出してください。 
A3-2票 履 歴 書 

Ｂ票 研 究 志 望 調 書  本学所定の用紙を使用すること。 ※１ 

学  士  学  位  論  文 

 ◆地域文化学専攻（２月募集のみ）◆ 

  学士の学位論文またはこれに代わる論文を１部印刷および

 PDFデータをCD等で提出すること。 ※２ 

学  業  成  績  証  明  書  出身大学(出身学校)所定のもの 

卒業 (修了 )証明書または 

卒業 (修了 )見込み証明書 
 出身大学(出身学校)所定のもの 

日本語能力を証明する書類※３ 

◆地域文化学専攻国際文化論部門のみ◆ 

日本語能力試験(JLPT)、日本留学試験(EJU)等、日本語能力

を証明する検定結果、公式スコア票あるいは合格証明書のどれ

か一つの写し 

◆生活文化学専攻生活デザイン部門、人間関係部門および 

地域文化学専攻国際文化論部門◆ 

日本語能力試験(JLPT)の認定結果及び成績に関する証明書

の原本（コピー不可。確認後に院入試の受験票とともに返送す

る） 

住  民  票  の  写  し 
市区町村長が発行したもので、在留資格を明記したもの 

（原本を提出のこと） 

Ｃ票 住    所   票  合否の通知書等送付先の住所を記入すること。 

Ｄ票 受   験   票  縦４㎝×横３㎝の写真(上半身、無帽、正面向き、背景なし､  

出願前３か月以内に撮影したもの）を写真貼付欄に貼付する  

こと(D票・E票とも同じ写真であること)。 Ｅ票 写   真   票 

Ｆ票 
入 学 検 定 料 
振 込 確 認 票 

 所定欄に収納印を受けた「入学検定料振込金受領証明書」を  
貼付すること。 
＊日本に居住していない者にあっては、払込方法を指示するので、事

前にｲﾝﾀｰﾈｯﾄのE-mailまたは郵便で教務課入試室まで問い合わせるこ

と。 

Ｇ票 受 験 票 返 送 用 封 筒 

 すでに在留しているものについては、受験票返送先の住所、  
氏名、郵便番号を明記し、普通郵便分の切 を貼付すること。
＊日本に居住していない者にあっては、航空便書状料金（２０ｇ）に

速達料金を加えた「国際返信用切手券」を同封すること。 

Ｈ票 出願書類提出用封筒 
「出願区分」欄の「３．外国人留学生特別選抜」に○印を付け
「志望研究科専攻｣欄､｢志願者｣欄に必要事項を記入すること。

Ｉ票 出願資格認定申請書 
 出願資格（１）の④で出願しようとする者は、本様式に必要事

項を記入し、出願に先立って所定の期間内に提出すること。 

 
 入 検 料 ３０ ０００  
・入学検定料は本学所定の｢入学検定料振込依頼書｣により、出願受付期間の１週間前から 

出願受付最終日までの間に、指定の金融機関に振り込んでください。なお、ＡＴＭ（現 
金自動預け払い機）は利用できません。 

 ・振り込み後、「入学検定料振込金受取書」および「入学検定料振込金受領証明書」を受 
け取り、収納印があることを確認してください。なお、収納印を受けた「入学検定料振 
込金受領証明書」は、入学検定料振込確認票の所定欄に貼付してください。 
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※１ 域文化 専攻 際文化論部門を受験する者は、Ｂ票様式に倣った書式を自ら作成 、必

以下の内容を盛り込んで作成するこ （日本語 6,000 字以上 くは英語で 000 語以

）  

   （ ） 業 文 こ での 究の  （２）博 入学後の 究  

※２ 容 、 分 するものであること 位 文 分 わ な

い 容の場合は、 れ 代わる 分 する 文を する いずれの場合も、

字数 よび言 ついて 以下の り る  

本・ 史文 論 よび 本・ 代 域論 ・・・ 本 で 2,000 字以 外

語の場合 は 本 日本語の概要（ , 00 字程度）を 出する と  

際文化論 門・・・日本語 12 000 字以上 び英語 よる要 500 語程度 は英

語 6,000 語以上および日本語に る要 1 000 字程度  

※３ 願 間に提 た英語 力を証明する書類は、 願 間終了後に差 替える は 

で ん  

   (注 1) Ａ3 票～Ｉ票および「入学検定料振込依頼書」の各書類は本冊子に添付されています。 

    (注 2) 生活文化学専攻 活デザイン部門を志望する者は、Ａ3 票～Ｉ票の他に、口述試験時に自分

     の作品（図面・写真など）または研究論文を持参してください  

    (注３) 英語以外の外国語で書かれた書類については､日本語訳または英語訳を添付してください  

 

 ５．出願手続 

   (1) 受付期間  ８月募集：令和８年７月２１日(火)～７月２９日(水) (必着) 

10 月募集：令和８年９月 ２日(水)～９月 ９日(水) (必着) 

２月募集：令和９年１月１８日(月)～１月２２日(金) (必着) 

              出願にあたっては出願書類提出用封筒[Ｈ票]を用い、郵送または直接持参

してください。 

                  なお、郵送による場合は必ず書留速達扱いとし、受付期間最終日必着とし

ます。また、持参による受付時間は午前９時から午前 11 時 30 分および午後

０時 30 分から午後５時までとします。(土日祝日を除く。) 
 

   (2) 願書提出先  〒522-8533 滋賀県彦根市八坂町２５００ 

                         滋賀県立大学 教務課入試室 ℡0749-28-8217・8243 

                                           E-mail:nyushi@office.usp.ac.jp 

                ※日本に在留していない者で、受験のための在留資格「短期滞在」の取得に

日時を要する場合は、事前に上記まで相談してください。 

 

 ６．合格発表 

            ８月募集：令和８年 ９月 ７日(月) 午前９時 

10 月募集：令和８年１０月１９日(月) 午前９時 

            ２月募集：令和９年 ３月 ５日(金) 午前９時 

           大学のホームページ（https://www.usp.ac.jp）に合格者の受験番号を掲

示するとともに、合格者に合格通知書を送付します。（発表後 10 日以内に

送付します。） 

          なお、電話等による合否の問い合わせには応じません。 

 

  ７．その他 
「注意事項」、「問い合わせ先」等については、「一般選抜」の項（Ｐ．12）
を参照してください。 



 

ⅢⅢ  入入学学手手続続、、初初年年度度納納付付金金    

１１．．入入学学届届のの提提出出（（２２月月募募集集をを除除くく。。）） 

  ８月募集の入学試験において合格通知書（仮合格を含む。）を受けた者は、所定の入学届

を令和８年 10 月２日（金）までに提出してください。  

また、10 月募集の入学試験において合格通知書（仮合格を含む。）を受けた者は、所定の

入学届を令和８年 11 月６日（金）までに提出してください。 

期間内に入学届を提出しなかった者については、入学を辞退したものとして取り扱います。 

２２．．入入学学手手続続 

((11))入入学学手手続続期期間間

８８月月･･１００月月募募集集  令令和和９９年年２２月月 1155 日日(月月)～～２２月月 199 日日(金金)（必必着）

入学手続に必要な書類は、８月・10 月募集での入学届提出者に対して 

令和８年２月上旬に改めて直接本人あてに郵送するので、住所が変更に 

なった場合は必ず教務課入試室まで連絡してください。（なお、入学料

は入学手続と同時に納付することになります。） 

  ２２月月募募集集  令令和和９９年年３３月月８８日日((月月))～～３３月月 1155 日日((月月))（（必必着着）） 

  ［仮仮合合格格者者((PP..77((注注22))②②))ににああっっててはは別別途途教教務務課課入入試試室室がが指指定定すするる日日ままでで］  

入学手続に必要な書類は、合格通知書に同封して郵送します。 

((22))入入学学手手続続先先

 〒522-8533  滋賀県彦根市八坂町２５００

 滋賀県立大学 教務課入試室 ℡0749-28-8217・8243 

((33))入入学学手手続続上上のの注注意意事事項項

① 期間内に手続を完了しなかった者については、入学を辞退したものとして取り扱います。 

② 一度受付をした入学手続書類および入学料は、理由のいかんを問わず返還しません。

３３．．初初年年度度納納付付金金 

((11))入入学学料料 ① 滋賀県内に住所を有する者 ２２８８２２,,００００００円円

   ② その他の者        ４４２２３３,,００００００円円 

(注) 滋賀県内に住所を有する者とは、次のいずれかに該当する者のことであり、

「住民票の写し」の提出が必要です。 

ア 入学の日の１年前（令和８年４月１日）から引き続き滋賀県内に住所を

有する者 

イ 入学の日の１年前（令和８年４月１日）から引き続き滋賀県内に配偶者

または１親等の親族（生計を一にする者に限る。）が住所を有する者 

((22)) 授授業業料料 ① 年額  ５５３３５５,,８８００００円円

（令和８年度の額であり、改定されることがあります。なお、在学中に授業

料が改定された場合には、改定後の授業料が適用されます。） 

② 納付方法 前期(納付期限 5月 27 日)、後期(同 11 月 27 日)の２回の分納で

す。
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Ⅳ 授業科目の概要および担当教員

           ※授業科目、講義等の内容、担当者は変更されることがある。

１．地域文化学専攻

授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容

日

本

・

歴

史

文

化

論

部

門

日本考古学Ａ 【概要】
日本考古学はすでに 100 年を優に越す研究史がある。近年の発展めざましい

関連諸科学との連携や関連諸国の考古学研究の進展に伴って、研究が充実する
と同時に内容は複雑化してきている。本講義ではこれらの要点を現状に即して
簡潔に整理し、対象を近江に関連付けながら、日本考古学の現状と課題を論じ
ていく。

【オムニバス方式】
（佐藤亜聖教授、髙野紗奈江非常勤講師）

日本考古学Ｂ 【概要】
考古学、特に中世考古学と近江文化について、深く学ぶことを目的とする。

【オムニバス方式】
（佐藤亜聖教授、未定）

環琵琶湖地域論Ａ 【概要】
琵琶湖を核として、自然的・歴史的・社会的に密接な関係を作り出してきた

環琵琶湖地域の特性を、総合的な視点から検討する。環琵琶湖地域の過去と現
在を総合的に検討する中で、現代における新しい地域社会のあり方を追求する。
授業では、参加者の関心のあるテーマを随時選び、３人の教員と参加者との自
由な議論を通じて、環琵琶湖地域に関する認識を相互に深めていくことをめざ
す。

【オムニバス方式】
（東幸代教授、櫻井悟史准教授、高木純一講師）

環琵琶湖地域論Ｂ 【概要】
琵琶湖を核として、自然的・歴史的・社会的に密接な関係を作り出してきた

環琵琶湖地域の特性を、総合的な視点から検討する。環琵琶湖地域の過去と現
在を総合的に検討する中で、現代における新しい地域社会のあり方を追求する。
授業では、参加者の関心のあるテーマを随時選び、３人の教員と参加者との自
由な議論を通じて、環琵琶湖地域に関する認識を相互に深めていくことをめざ
す。

【オムニバス方式】
（東幸代教授、櫻井悟史准教授、高木純一講師）

女性史・ジェンダー論Ａ 【概要】
日本における女性史とジェンダー論を中心としつつ、女性学など他分野との

比較研究も行う。例えば、前近代日本は、中国の儒教の影響を受けた。女性観
においても同様である。男性に主導された文化によって形作られたイメージ、
建前の中に埋没してしまっている女性の現実の姿、ジェンダーの各時代でのあ
り方、建前的な家父長倫理が現実に浸透していく過程等を洞察する。このよ
うな過去・現在・未来をとおしての歴史的考察の中で、現在の女性・男性のあ
り方を相対化し、未来への展望としたい。 

（京樂真帆子教授）
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女性史・ジェンダー論Ｂ 【概要】
滋賀・近江における女性史・ジェンダー論を考える。従来、地域女性史研究の主

な担い手は在野の研究者であった。その先人たちの成果を再評価し、学ぶことによ
って、新たな地域女性史研究の地平を拓きたい。

また、近江の前近代史における女性の活躍を史料から抽出するにとどまらず、た
とえば近代女性の残した記録など、地域に残っている新たな女性史史料の発見・発
掘にも挑みたい。

（京樂真帆子教授）

美術史特論Ａ 【概要】
日本の美術作品を取り上げ、作品を詳しく見、関連文献を講読し、何が、どの

ように、なぜ、描かれているのかをともに考えていく。また、美術史研究の方法
や目的についても、関連する文献を読み、討論を通して、考えていきたい。言葉
とは異なる表現媒体である「イメージ」が何を見せ主張しているのか、「美術」
や「イメージ」について考えるとはどういうことなのかを、文献講読、発表、討
論を通して探っていく。

（未定）

美術史特論Ｂ 【概要】
日本の美術作品を取り上げ、作品を詳しく見、関連文献を講読し、何が、どのよ

うに、なぜ、描かれているのかをともに考えていく。また、美術史研究の方法や目
的についても、関連する文献を読み、討論を通して、考えていきたい。言葉とは異
なる表現媒体である「イメージ」が何を見せ主張しているのか、「美術」や「イメー
ジ」について考えるとはどういうことなのかを、文献講読、発表、討論を通して探っ
ていく。

なお取り上げる作品や文献は、「美術史特論 A」とは異なるものとする。

（未定）

対外文化交流特論Ａ 【概要】
受講学生が対外文化交流に関する論文を選び、その内容をまとめ、批判的にコメ

ントする。全員が該当論文を読んで参加し、発表内容をもとに議論する。

（李晐鎮講師）

対外文化交流特論Ｂ 【概要】
受講学生が対外文化交流に関する論文を選び、その内容をまとめ、批判的にコメ

ントする。全員が該当論文を読んで参加し、発表内容をもとに議論する。

（李晐鎮講師）

アジア考古学Ａ 【概要】
古墳時代には、中国や朝鮮半島からたくさんの人やモノが伝来し、日本列島の各

地へと拡散・定着した。これらは、「渡来人」や「渡来文物」と呼ばれ、古墳時代
社会の発展に大きな役割を果たしたとされる。しかし、こうした「渡来」の概念は
、実際には非常に曖昧に用いられている。講義では、どういった人々が「渡来人」
で、どういったものが「渡来文物」なのか、という根本的な問題を改めて検討す
る。その上で、特に朝鮮半島からの渡来文化が、近畿の中枢勢力や地方の各勢力に
いかなる影響を及ぼしたのか、について考古学的な視点から考えていく。
 
（金宇大准教授）
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アジア考古学Ｂ 【概要】
古代、特に４世紀から６世紀における日本列島および朝鮮半島諸地域を主な

対象とし、考古資料の分析から地域間交流の実態解明にいかなるアプローチが
可能かについて講述する。講義では、当該時期における交流・交渉を考える上
で重要な、いくつかの具体的なトピックを紹介しつつ、現状の問題点について
整理する。特に、出土遺物を検討対象とした研究から具体的にどういったこと
がわかるのか、ということに重点を置き、解説を進めていく。 
 

（金宇大准教授）

中国文化史特論 【概要】
「書写材料論」「書物の形態」「書写・出版と政治権力」「書物の消長」「書籍
の収集と皇帝による文化事業」「新技術の登場と出版文化」について解説を行
い、中国文化の歴史的展開に対する理解を深める。

（猪俣貴幸非常勤講師）

授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容

日

本

・

現

代
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門

日本生活文化論 【概要】
古来日本人は様々な文化を日常生活のレベルで受容し、それを風土の中でた

くみに変容して独自の文化形式を作り上げてきた。そこで、人々の生活の営為
の総体としての生活文化の実態を明らかにするとともに、そこに見い出される
文化の構造や特質といったものを、地域や時代に即して検討する。

（未定）

社会学特論Ａ 【概要】
「社会」という単語をいたるところで耳にすると思う。たとえば、「社会に出
て働く」とか「社会に貢献する」といったことがいわれる。しかし、そもそも
「社会」とはいったい何だろうか。そのように問われるととまどう人も多いの
ではないだろうか。
社会学は、「社会」とは何かという問いに正面から向き合ってきた学問であ

る。本講義では、社会学者たちがどのように「社会」という謎に取り組んでき
たのか学んでいく。同時に、社会学の個別領域について学ぶことを通じて、現
代社会の具体的な事象や、さまざまな社会問題を分析するための社会学的視点
の獲得を目指す。

（櫻井悟史准教授）

社会学特論Ｂ 【概要】
「社会」という単語をいたるところで耳にすると思う。たとえば、「社会に出
て働く」とか「社会に貢献する」といったことがいわれる。しかし、そもそも
「社会」とはいったい何だろうか。そのように問われるととまどう人も多いの
ではないだろうか。
社会学は、「社会」とは何かという問いに正面から向き合ってきた学問であ

る。本講義では、社会学者たちがどのように「社会」という謎に取り組んでき
たのか学んでいく。同時に、社会学の個別領域について学ぶことを通じて、現
代社会の具体的な事象や、さまざまな社会問題を分析するための社会学的視点
の獲得を目指す。

（櫻井悟史准教授）
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地域産業論Ａ 【概要】
今日、地域の振興方策に関する議論は活発であるが、その中でも地域産業の

育成という問題の重要性や緊急性は非常に高い。本講義では、農林水産業にお
ける「売れる」特産品づくりや地元中小企業群による製造業（＝地場産業）の
実情について、地域経済上の役割または機能といった側面から分析・評価して
いく。

（塚本礼仁教授）

地域産業論Ｂ 【概要】
今日、地域の振興方策に関する議論は活発であるが、その中でも地域産業の

育成という問題の重要性や緊急性は非常に高い。本講義では、都心周辺のイン
ナーシティにおける小売商業や全国各地で多様な形をもって展開する観光事業
の実情について、地域経済上の役割または機能といった側面から分析・評価し
ていく。

（塚本礼仁教授）

環琵琶湖保存修景計画論 【概要】
生活環境が急激に変化しつつある現在、環琵琶湖地域で先人たちがつちかっ

てきた伝統とはぐくんできた文化をあらためて見直し、調査と再評価を通じて
これからのまちづくりに地域の文化遺産と伝統を再生し、活用する方法をさぐ
る保存修景計画について述べる。講義は町なみ、集落、文化的景観を中心にお
こなう。

（石川慎治教授）

地域計画特論 【概要】
日本における地域計画の基本的な枠組みを理解しつつ、各法律（都市計画法、

建築基準法、農振法など）の制度的特徴を整理するとともに、各法律を駆使し
て地域の計画づくりがどのように実施されているのか解説する。特に景観法に
見られるような法律間の垣根を越えて、持続可能な風景づくりを推進する施策
が求められることを踏まえて、地域と行政の協働のあり方について理解を深め
る。

（萩原和准教授）

地域文化遺産調査・情報
論

【概要】
歴史的環境を構成する町なみや集落、遺跡や遺構などの地域文化財の調査と

情報化について述べる。デジタルデータの作成、編集、発信について具体的に
解説する。

（石川慎治教授）

現代中国特論Ａ 【概要】
現代中国に生きる人々の生活は、急激な経済発展と中国独自の政治体制や制

度により、常に変化を余儀なくされ、様々な社会問題が生みだされている。本
授業では、こうした問題に対する分析視角を紹介するとともに、社会問題の理
解を深める。

（横田祥子准教授）

現代中国特論Ｂ 【概要】
中国は膨大な規模の移民を、鉱山開発、商業活動のために、東南アジアや北

米大陸へ送りだしてきた。海外に渡った華僑・華人は、２０世紀アジアの政治
変動の中で、中国と移住先国の間で翻弄され、近年中国が国際社会でプレゼン
スを高めるに伴い、再び中国との新たな結びつきを強めている。本授業では、
東南アジアおよび北米の華人社会といった「外側の中国」から、中国を逆照射
することによって、国境線内部にとどまらない相互の影響力と結びつきについ
て検討する。

（横田祥子准教授）
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応用言語学特論 A 【概要】
応用言語学に関する文献を読む。また、この文献に関連した課題を設定し、

調査研究を行う。文献は、人間のコミュニケーションがどのように発生したの
かを系統的発生と個体発生の観点から論じた Tomasello の Origins of Human 
Communication を扱う。コミュニケーションの系統的発生（ヒトと類人猿の違
い）と個体発生（子どもの言語習得）について読み、授業で議論する。

（中谷博美准教授）

応用言語学特論 B 【概要】
This course will examine how applied linguistics studies can help 
us understand second language learning and teaching. It will also 
introduce some of the research methods required for graduate school 
studies. First, we will explore language teaching methods, and the 
research that has investigated them; this will include the analysis 
of classroom interaction. Further, we will look at factors that make 
good language learners, and some of the research methods that can be 
used to investigate this area. Finally, we will consider how modern 
corpora can help us understand language more deeply, and how they can 
be used as teaching and learning tools. Course participants can choose 
a research method to further explore an area of their interest.

(M. ホークス教授 )

英語詩学特論 【概要】
In this course we explore English poetry from a range of perspectives. 
We examine the nature of poetry and English poetics. We read and 
engage with traditional and contemporary works of poetry in various 
poetic genres. We consider the “poetry” inherent in other types of 
language usage. And we write and share original poetry in English.

(J. リピー教授 )

言語科学特論 【概要】
日常の話しことばや書きことばの言語データに基づいて、話しことばの視点

から文法、意味、談話、語用論などの研究アプローチを学ぶ。特に、近年の言語
学研究の動向をふまえ、研究テーマを精査し、理論と実践のバランスに配慮し
た分析手法の提案や議論を行う。具体的には、特定の言語現象を取り上げ、先
行研究から明らかになっていることと未解決のことを整理して、分析や考察の
手法を吟味し、小論文にまとめられるように指導する。

（吉田悦子教授）

英文学特論 【概要】
伝統的な「英文学」という視点だけではなく、「英語圏文学」という視点か

ら、英語で書かれた文学とその思想的・文化的背景について学ぶ。それらの知
見をもとに議論を通して「英語圏文学 ( 及び ) 文化」の多様性について理解を
深める。

(山本薫准教授 )

国際文化論特講 A
( ドイツ言語文化論 )

【概要】
ドイツ語に見られる音韻・形態・統語・意味などさまざまなレベルでの言語

変化を概観した上で、いくつかの個別の言語事象に焦点を当てる。さらにそれ
らに関する具体的な研究例を通じて言語学的アプローチの仕方を学ぶ。

(吉村淳一准教授 )

− 27 −



授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容

国

際

文

化

論

部

門

国際文化論特講 B
( フランス言語文化論 )

【概要】
19 世紀を通じて新聞雑誌はフランス社会全体を映し出してきた。この授業で

は様々な角度から新聞雑誌、特にこのメディアの中で発展した文学と社会の
関係を検討する。また同時にフランス語で新聞記事を読んでいくことで、19
世紀から現代にいたるフランス言語文化について考察する力を身につける。

(岡本夢子講師 )

国際文化論特講 D
( 中国多民族社会研究 )

【概要】
万里の長城を挟んだ中国の北部辺境地域は多民族社会であり、中国が持ち合

わせる重要な側面の一つです。本講義では、これらの地域における民族関係の
歴史的経緯と現代的な社会構造を分析する。特に、現代社会の複雑な状況を分
析するために必要な学際的な試みをしながら進めてゆく。

(ボルジギン・ブレンサイン教授 )

国際文化論特講 E
（南アジア社会思想史）

【概要】
この授業では近現代のインド（南アジア）の社会思想史について学ぶ。授業

では、インドの歴史・哲学と研究方法に関する専門的知識を習得した上で、現
代の英語圏（インドを含む）で活躍する歴史家・思想家の著作と、19 世紀から
20 世紀前半にインドで刊行・執筆された史料（英語等）を精読していく。

（間永次郎准教授）

国際文化論特講 F
( 韓国・朝鮮近現代史 )

【概要】
朝鮮半島の近現代史についての理解を深め、同時に、朝鮮近現代史と不可分

に結びつき否応なく交差している日本 ( 史 ) への理解も深める。朝鮮近現代史
が専門である場合はもちろん、専門外である場合でも、朝鮮近現代史に関する
学術的な論文を読み解き、他者の研究を的確に論評する力を身につける。

(河かおる准教授 )

専

攻

共

通

地域文化学特別演習 【概要】
地域の文化にこめられた歴史的伝統や現代的意義を理解し、これらに関する

研究を深めていくため、各自が専攻する分野に応じて、文献講読やセミナー形
式での報告・討論・評価を行う。

（全教員）

地域文化学特別研究 【概要】
各自のテーマに応じて、研究の遂行に関わる基本的な事項（研究計画の立案、

フィールドワークの技術、作業仮説の設定、データの収集・解析、問題の明確
化と整理の手法、論文の作成など）を指導する。

（全教員）

− 28 −



（参考）令和９年度地域文化学専攻専任教員（予定）

日本・歴史文化論部門 専 門 分 野

 教 授    京樂 真帆子  日本古代史

 教 授    東 幸代  日本近世史

教 授    佐藤 亜聖 日本考古学

准教授 金 宇大 世界遺産学

講 師 李 晐鎮  東アジア国際関係史

講 師 高木 純一  日本中世史

日本・現代地域論部門 専 門 分 野

 教 授    塚本 礼仁  人文地理学、地域産業研究

 教 授    石川 慎治  保存修景、集落研究

准教授 萩原 和  地域計画学

 准教授    横田 祥子 現代中国論、文化人類学

准教授 櫻井 悟史 社会学

国際文化論部門 専 門 分 野

 教 授    ジョン リピー 文芸創作、アメリカ文化、英米詩、英語教育

 教 授 ボルジギン ブレンサイン 社会史、中国の民族問題、満洲・内モンゴル地域研究

教 授 吉田 悦子 言語学、語用論、談話分析

教 授 マーティン ホークス 第二言語習得、言語教育

 准教授    山本 薫 英文学

 准教授    吉村 淳一 ドイツ語学、ドイツ文化

 准教授    河 かおる 韓国・朝鮮近現代史、ジェンダー史

准教授 中谷 博美 言語学、英語教育

准教授 間 永次郎 南アジア社会思想史

講 師 岡本 夢子 世紀末文学、フランス文学
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２．生活文化学専攻

授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容

生

活

デ

ザ

イ

ン

部

門

住環境デザイン特論Ａ

【概要】
心理的・生理的に快適な室内空間を計画するためには、人間とインテリア・エ

レメントとの相互関係を捉える必要がある。その実験・調査手法を論じるととも
に、それらについての研究資料を通じて室内環境計画上の問題点について考察す
る。また、超高齢社会となった現在、快適な室内環境を計画していくためにはユ
ニバーサルデザインの視点を取り入れていく必要がある。その意義について論じ
るとともに、住居計画での実例について分析する。

（大江由起講師）

住環境デザイン特論Ｂ

【概要】
都市や地域において、どのような居住環境の計画、デザインを考えればよいの

か。その計画理念やデザイン手法について、より専門的な見地から考察をおこな
う。年度ごとにテーマを設定し、実地調査を採り入れた学習をおこなう。

（藤木庸介教授）

住環境デザイン特論Ｃ

【概要】
住環境デザイン特論 C では「空間」を主に扱う。「空間」は、都市や建築、イ

ンテリア、家具、グラフィック、アートなどさまざまなデザイン手法が駆使され
たメディアともいえる。年度ごとにテーマを設定し、様々な資料からエレメント
を設定し、より実践的、専門的な視点から調査・分析する。特に世界各地の美術
館や博物館などのアーカイブを調査し、それらを資料として整理収集する。それ
ら調査結果は最終報告書として提出する。

（佐々木一泰准教授）

道具デザイン特論Ａ

【概要】
未定

（未定）

道具デザイン特論Ｃ

【概要】
道具デザインに関するより専門的な知見を深めるために、年度ごとにテーマを

選び、国内外における実務的観点・手法から関連資料の探索、調査、分析をおこ
なって、当該分野のデザインをめぐる未来に向けての問題点を探り、その実践的
解決策を共に考える。

（星野祥子講師）
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授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容

生

活

デ

ザ

イ

ン

部

門

服飾デザイン特論Ａ

【概要】
未定

（未定）

服飾デザイン特論Ｂ

【概要】
服飾全般に関する研究を進めるのに必要な文献を講読して、研究の基礎とな

る知識を得るとともに、その背景を理解する。
服飾全般に関わる現物史料の展示を見学し、文献以外の資料を用いた被服学

研究についても関心を持たせる。
関連文献を講読することにより、論文の構成や書き方などの手法を学ぶ。

（青木正明教授）

構想デザイン特論Ａ

【概要】
マーケティングや行動デザインの観点から、生活者が抱える課題を分析する

理論と技術を身につける。新たな生活価値やビジョンを実現する商品やサービ
スの研究・開発を行う。

（山田歩准教授）

構想デザイン特論Ｂ

【概要】
ソーシャルデザインの観点から、社会や生活を分析し、課題を抽出し、モノ

・ヒト・コトを必要な形で組み合わせ、これまでにない生活価値やビジョンを
描き出す知識と技術を習得する。

（塚本カナエ教授）

生活デザインプロジェクト
演習

【概要】
地域や社会において、よりよい生活環境を実現するために何が問題なのかを

明らかにする。その問題に対して取り組む意識や立場、有効な手法を議論し、
その解決方法を検討し、具体的な提案や発表、制作等を行う。

（全教員）

生活文化学特別演習
（生活デザイン分野）

【概要】
各自の専攻する分野にしたがって、文献講読やセミナー形式での報告・討論

・評価を行い、研究遂行上の必要な専門知識、技術の深化と関連知識の拡大を
はかる。

（全教員）

生活文化学特別研究
（生活デザイン分野）

【概要】
各自の研究テーマに応じて、研究計画の立案、実験・実証技術の習得、作業

仮説の設定、データ収集と解析と評価、問題の明確化と整理の手法、論文の作
成など研究の遂行に関わる基本的事柄について指導する。

（全教員）
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授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容

健

康

栄

養

部

門

分子運動栄養学特論

【概要】
健康の維持増進のためには適切な栄養摂取に加え身体運動が欠かせない。身

体運動時には生体内のエネルギー代謝が大きく変動する。運動生化学的な知識
をもとに、身体運動によるメカニカルストレスや代謝性ストレスが種々の組織お
よび細胞に及ぼす影響について分子レベルで学ぶ。また、急性運動時やトレー
ニングによる慢性適応に効果的な摂取栄養素の量、質およびタイミングとその効
果発現のメカニズムについて細胞レベルで考察する。

（中井直也教授）

臨床栄養学特論

【概要】
臨床栄養学は、病態栄養解明とそれを基盤とした栄養管理の理解にある。特

に栄養管理では、個々の栄養素の挙動を基礎として科学的な根拠を提示し、患
者治療に発展させなければいけない。そのため、最新論文を概説し、栄養と深
く関わる疾患の病態理解を進める。その上で、どのように栄養管理を行うべき
かを議論し、考察する。

（辰巳佐和子教授）

栄養制御論

【概要】
食品から摂取した栄養素は、消化、吸収、代謝され、生理作用を発揮し、排

泄される。この一連の流れは、食品中の栄養素の形態、栄養素摂取量、摂取し
たヒトの生理状態や遺伝子多型などさまざまな因子の影響を受ける。本講義で
は具体例としてビタミンを採りあげ、食品から体内動態、代謝、排泄に至るま
での経路と機構について概説し、食品および栄養状態の評価について考察する。
また、栄養学的知見の応用例として食事摂取基準などについても紹介する。

（福渡努教授）

実践栄養教育学特論

【概要】
健康の維持増進、疾病の発症には、栄養、運動、休養のバランスならびに、

遺伝要因・環境要因・加齢が関連しながら深くかかわっている。ヒトの一生に
おける小児期、青年期、壮年期、高齢期等それぞれのライフステージに応じた、
また、様々なライフスタイルの対象にふさわしい健康管理の把握とすでに学習
した知識の統合能力を基盤に栄養教育のあるべき姿を修得する。ヘルスプロモ
ーションは、ひとびとが健康を得ることで幸福な人生を送れるようにとの願いか
ら作られた概念、健康増進にかかわる一連の活動や理論の総称である。今、何
故子どもたちにヘルスプロモーションが必要であるかを、各ライフステージにお
ける生活習慣病モデルシュミレーションの講義を行い、そこから各人のテーマ
を決定し、そのテーマに沿い、演習と講義で授業を展開する。

【オムニバス方式】
（桑原頌治准教授、青木るみ子准教授）

食品機能論

【概要】
食品には、生命を維持する栄養機能、おいしさなどの感覚機能の他に３次機

能ともいうべき生体防御、疾病の予防・回復、体調の調節、老化抑制などの生
体調節機能がある。食品機能論では、この生体調節機能を中心にして、食品の
持つ顕在的、潜在的生理機能性物質の機能特性、作用機序について口述すると
同時に、接触すること自身が生体に対して発揮する調節機能についても解説し、
健康に及ぼす食品の意義を深める。

【オムニバス方式】
（佐野光枝准教授・遠藤弘史准教授）
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授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容

健

康

栄

養

部

門

栄養疫学特論

【概要】

栄養疫学は、食習慣や食行動が健康状態や疾病発症に与える影響を明らかにする

ことを目的とした学問である。本講義では、研究デザイン、食事調査法、測定誤差

や栄養疫学で使用する統計手法を理解した上で、リサーチクエスチョンを立て、栄

養疫学研究の英語論文を読み解くことにより栄養疫学についての理解を深めていく。

また、一方的講義だけではなく小グループによるディスカッションや学生によるプレ

ゼンテーションを通じて、自らが主体的に考え、自ら学ぶことを重視した授業を展開

する。

（今井絵理准教授）

運動生理・生化学特論

【概要】

身体運動を行うことで生体内では骨格筋をはじめさまざまな器官で適応が起こる。

習慣的な身体運動によって起こる各器官の適応や一過性運動時に起こる代謝応答に

ついて分子レベルで学ぶ。

（東田一彦准教授 )

健康栄養特論Ⅰ

【概要】

学外から非常勤講師を招き、栄養学、健康科学にかかわる生命科学に関するテー

マについて、最近の話題、最新の知見を取り上げ、解説する。

【オムニバス方式】

（非常勤講師）

健康栄養特論Ⅱ

【概要】

学外から非常勤講師を招き、栄養学、健康科学にかかわる生命科学に関するテー

マについて、最近の話題、最新の知見を取り上げ、解説する。

【オムニバス方式】

（非常勤講師）

生活文化学特別演習
（健康栄養分野）

【概要】
各自の専攻する分野にしたがって、文献講読やセミナー形式での報告・討論・評

価を行い、研究遂行上の必要な専門知識、技術の深化と関連知識の拡大をはかる。

（全教員）

生活文化学特別研究
（健康栄養分野）

【概要】
各自の研究テーマに応じて、研究計画の立案、実験・実証技術の習得、作業仮説

の設定、データ収集と解析と評価、問題の明確化と整理の手法、論文の作成など研
究の遂行に関わる基本的事柄について指導する。

（全教員）
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授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容

人

間

関

係

部

門

教育学特講Ａ，Ｂ

【概要】
教育学の基本文献の講読と議論を通じて、教育学の理論的・実践的課題につい

ての理解を深める。

【オムニバス方式】
（本宮裕示郎准教授）主に学校教育に関する理論的・実践的な議論を扱い、カリキ

ュラム開発や授業づくりのあり方について検討する。
（杉浦由香里准教授）教育制度に関する理論的・実践的諸課題について、歴史的ま

たは現代的視点から検討する。
（原未来准教授）学校外に生起する教育・学習・支援の現場に注目し、そこでの子

ども・若者の成長発達と教育・支援論について検討する。

比較行動論特講

【概要】
人間の行動を行動のマイクロ分析、比較行動学の立場から論ずる。

（上野有理教授）人間の行動や心理を説明する１つの方法として、進化生物学的ア
プローチを紹介する。実際の人間の行動を例にあげ、他種との比較からそれら
を読み解いていく。

行動発達論特講

【概要】
文献・論文の講読を通じて、人の社会行動やその変化についての重要知見や最

新知見について、見識を深める。

【オムニバス方式】
（髙梨克也教授）人間行動を捉えるための理論的枠組みである社会心理学の成立背

景について、社会学との関連も踏まえながら紹介するとともに、現代社会におけ
る成人も含めた社会・組織学習について論じる。

（谷口友梨准教授）社会的動物と言われる人間の行動や思考などがどのように規定
されるのかを環境や集団のダイナミクスの観点から読み解いていく。

フィールド心理学特講

【概要】
司法臨床、学校臨床分野での知見に基づきつつ、社会的に排除されがちな子ど

もをどのようにまもり、育てるのかを実践的・理論的に考えていく。

（松嶋秀明教授）司法、学校領域を題材としつつ、児童の福祉のために資する実践
とはなにかを考える。従来からある枠組みを再び問い直すような研究枠組みの
方法論のひとつとしての質的研究をとりあげ、具体的にどのような研究がなされ
ているのかを紹介していく。

社会学特講Ａ，Ｂ

【概要】
社会学の各分野の基本文献の講読や講義を通じて、社会学という学問の外観を

把握するとともに、その理解を深めることを目標とする。具体的には、地域社会、
福祉、社会運動、メディアなどの分野の研究を中心に取り上げ、社会の構造と変
動を理論的・実証的に理解する視点と方法を学ぶ。

【オムニバス方式】
（大野光明教授、中村好孝講師、イハンソル講師）

生活文化学特別演習
        （人間関係分野）

【概要】
各自の専攻する分野にしたがって、文献講読やセミナー形式での報告・討論・

評価を行い、研究遂行上の必要な専門知識、技術の深化と関連知識の拡大をはか
る。

（全教員）

生活文化学特別研究
        （人間関係分野）

【概要】
各自の研究テーマに応じて、研究計画の立案、実験・実証技術の習得、作業仮

説の設定、データ収集と解析と評価、問題の明確化と整理の手法、論文の作成な
ど研究の遂行に関わる基本的事柄について指導する。

（全教員）
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（参考）令和９年度生活文化学専攻専任教員（予定）

 生活デザイン部門 専 門 分 野

 教 授    青木 正明  天然染料、染色、古代色彩文化

 教 授    塚本 カナエ  地域デザイン、製品計画

教 授    藤木 庸介 建築設計、建築計画、都市計画、文化遺産観光

准教授    佐々木 一泰  空間デザイン、建築・インテリアデザイン、家具デザイン

 准教授    山田 歩  マーケティング、消費者行動

講 師 星野 祥子 プロダクトデザイン、クラフトデザイン

講 師    大江 由起 建築環境工学、光環境、照明環境

人間関係部門 専 門 分 野

 教 授    髙梨 克也  コミュニケーション科学、身体動作学

 教 授    松嶋 秀明  臨床心理学、発達臨床学

教 授    上野 有理  比較認知発達科学

教 授    大野 光明 歴史社会学、社会運動研究

准教授 杉浦 由香里 教育学、教育史

准教授 本宮 裕示郎 教育学、教育方法学

准教授    原  未来 教育学、青年期教育

准教授 谷口 友梨 社会心理学

講 師    中村 好孝 社会学、福祉社会学

講 師    イ ハンソル 社会階層論、ジェンダー論、計量社会学
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健康栄養部門

職 名 担当教員 専門分野 研      究      内      容

教 授 中井 直也 運動栄養学

運動と栄養が生体に及ぼす影響を細胞レベルで解析することによって、
健康の維持増進に好ましい運動と栄養摂取法の科学的根拠を明らかにす
る研究を行っている。①骨格筋の収縮活動に伴って発生するメカニカル
ストレスが骨格筋の肥大や筋持久力を向上させるメカニズムの解明②ア
ミノ酸特に分岐鎖アミノ酸の生理機能の解明

教 授 辰巳 佐和子 臨床栄養学

臨床栄養学研究において、個々の栄養素の挙動を基礎として科学的な
根拠を提示し、患者治療に発展させることが重要である。
１）基礎研究で、疾患モデル動物を用い栄養代謝調節機構の解明
２）基礎研究の成果を基盤とした、栄養管理法の開発研究を行っている。

「研究対象テーマ」①多臓器にわたるミネラル代謝と慢性腎臓病・骨粗
鬆症予防研究 ②健康寿命延伸を目指した抗老化に関わる栄養代謝研究
③栄養代謝の日内リズムを考慮した栄養管理法の開発

教 授 福渡 努 基礎栄養学

食素材、食品成分、栄養素など食品に関する研究を通じて、栄養学の
理論・実践に寄与することを目指している。特に、ビタミンやアミノ酸
などの栄養素とヒトの生理機能との間に成立する複雑な相互関係を解明
するために、以下の研究に取り組んでいる。①アミノ酸代謝調節による
脳機能の保護および制御 ②食品中の栄養素の生体有効性および栄養状
態の評価

教 授 小島 康
病態代謝
栄養学

当研究室では、マルチオミクス解析を基盤として、疾患時における栄
養素利用、エネルギ一代謝、全身代謝応答の再編成とその分子機構の解
明に取り組んでいる。主要な研究対象は、がん代謝、がん悪液質、MASLD
（代謝機能障害関連脂肪性肝疾患）．MASH（代謝機能障害関連脂肪肝炎）
であり、病態下における栄養代謝制御、肝臓を軸とした臓器間代謝連関、
および血液バイオマーカーの探索を推進している。これらの研究を通じ
て、基礎生命科学と臨床栄養学を架橋する新たな知見を創出し、病態評
価、予防、治療、栄養管理への応用を目指す。

准教授 佐野 光枝 食品栄養学

食餌を構成する栄養組成の違いが生体（ヒトやラット）に与える影響
について、分析化学や分子生物学の手法を用いて研究を進めている。特
に、妊娠中の食餌内容によって羊水や胎児の血液中の栄養素由来成分濃
度がどのように変化するのか、胎児のエピゲノムに与える影響など DOHaD
仮説に注目して研究している。

准教授 青木 るみ子
給食経営
管理学

給食施設の業務は未整理な部分が多く慣習が優先され、各施設の対応
には「差」が確認されている。現在進めている研究は、これら給食の生
産・提供管理で課題となっている点に着目し、実務に就く栄養士・管理
栄養士の業務内容の整理や改善へ寄与することを目的としている。

①	 給食施設（学校給食や福祉施設給食）の衛生管理に関する実態調査

②	 事業所給食の持続的な食環境整備促進のための調査研究

③	 嚥下調整食の物性変化に関する検討

准教授 遠藤 弘史
食品分子
機能学

食品に含まれる様々な成分には、疾病に対して抑制的に働くものがある。
これら各種の食品成分が有する効果が、どの様な機序で発揮されているの
かを分子レベル・動物実験レベルで明らかにすることで、新たな機序の治
療薬の開発につながる基礎研究を行っている。特に、癌の転移や再発の抑
制、炎症性腸疾患を抑制する食品成分に注目して研究に取り組んでいる。

准教授 今井 絵理
公衆栄養学
( 栄養疫学 )

どのような食事が健康維持や生活習慣病の発症予防のためにはよいの
かを明らかにすることを目的に、日本人を対象とした栄養疫学研究を行
っている。具体的には、国民健康・栄養調査や地域在住の中高齢者を対
象とした大規模コホートのデータを用いて、高齢者の健康維持、生活習
慣病発症予防に寄与する栄養素、食事パターン解明に取り組んでいる。

准教授 東田 一彦 運動栄養学
運動や栄養摂取による生体の代謝適応について研究を行っている。
①運動による骨格筋のエネルギー代謝亢進機序に関する研究
②機能性食品が骨格筋の代謝適応を引き起こす機序に関する研究

准教授 桑原 頌治 臨床栄養学

疾病の発症や進展と栄養代謝の相互関係を明らかにすることで、栄養
管理法の開発や発展の基盤となる科学的根拠を提示することを目的に研
究を行っている。特に腎臓における栄養素の代謝調節に着目している。
（１）慢性腎臓病におけるミネラル代謝異常に関する研究
（２）腎機能低下に対して栄養素代謝が与える影響に関する研究
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